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背景

・ 令和４年度からの高等学校数学における新学習指導要領での大きな変
更は、ベクトルが数学Ｃに移ったことである

→高校生、高校の教員にとって、大学入試で何が出題されるかは大きな
関心事

→共通テストの科目は『数学II、数学B、数学C』。数学B、数学Cは選択科
目で、数学Bの２項目（数列、統計的な推測）、数学Cの２項目（ベクトル、平
面上の曲線と複素数平面）の計４項目から３項目を選択する

・ 数学B「統計的な推測」の実質的な必修化

→教員の未履修分野への対応（かつては「複素数平面」で）

→履修時間の問題（２単位）

・数学科、情報科の連携の中で、数学科は何をどこまで教えるか

→単元としての扱い、小中高大の系統性を考慮

→教科探究、総合探究をどうするか
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報告する内容

①広島大学附属高等学校のSSH事業

学校全体の研究開発との関連

②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）

カリキュラムマネジメントを志向した取組

③数学科の授業としての評価

達成度や学び方を捉え、次の学びにつなげる
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①広島大学附属高等学校のSSH事業
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①広島大学附属高等学校のSSH事業（令和５～７年度）
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①学校設定科目（令和５年度～７年度）

学校設定教科「iSAGAs（あい探す）」

数学科

情報科

Advanced Science(AS)コース General Science(GS)コース

Ⅰ年 iSAGAs Basic（２単位）

Ⅱ年

科学探究Ⅰ（２単位） 総合科学探究Ⅰ（２単位）

サイエンス・コミュニケーション
（１単位）

クリティカル・コミュニケーション
（１単位）

広島大学アドバンスト・プレイスメント（AP）（１～２単位）選択履修

Ⅲ年 科学探究Ⅱ（２単位） 総合科学探究Ⅱ（２単位）

Advanced Science(AS)コース General Science(GS)コース

Ⅱ年 数学B Plus（２単位）

Advanced Science(AS)コース General Science(GS)コース

Ⅲ年 情報Ⅰ Plus（１単位）＜次年度より実施＞
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②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）
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・小学校からICTの活用の授業が展開されており、扱いに慣れ
た高校生がに入学する。（知識・技能は個人差あり）

・昨年度まで学校設定教科として指導してきたASコース「統計
科学」とGSコース「社会と統計」のエッセンスを残して、数学の
授業の中で、単元の１つとして扱う。【他校でも実践可能に】

・履修時間の問題から、内容を取捨選択する必要がある。

・中学第３学年数学「標本調査」、数学Ⅰ「データの分析」にある
「仮説検定の考え方」との接続をはかる。



②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）
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授業設計の方法「統計的な推測」

1. 統計的思考を教える。(例：プロセスの変動性、データの必要性、
不確実性の定量化方法)

2. 単なる知識ではなく、概念的な理解を強調する。(例：なぜ検定で
p 値を使うのか、信頼区間の値を正しく解釈する方法)

3. 実際のデータを文脈や目的とともに統合する。
4. 能動的な学習 (アクティブ・ラーニング) を促進する。
5. テクノロジーを使って概念を探究し、データを分析する。
6. 生徒の学習を改善・評価するために評価を活用する。

（2005, 2016 COLLEGE GAISE RECOMMENDATIONSから）



②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）
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②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）事例１
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シミュレーションに基づく統計的推論とアクティブ・
ラーニングの授業事例（ジミードイ，2019）
（https://doi.org/10.32296/jjsme.101.3_28）

https://doi.org/10.32296/jjsme.101.3_28


②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）事例１
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②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）事例１
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②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）事例１
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②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）事例２
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1 61 Ｎ＝4 標本平均 95％の信頼区間 判定
2 71 92 307 322 173 標01 63 62 59 54 59.5 49.7 ～ 69.3 ○
3 51 146 66 399 179 標02 73 66 66 59 66 56.2 ～ 75.8 ○
4 69 42 280 13 399 標03 61 83 50 66 65 55.2 ～ 74.8 ○
5 64 272 233 86 45 標04 66 70 76 46 64.5 54.7 ～ 74.3 ○
6 79 10 42 351 225 標05 52 61 60 51 56 46.2 ～ 65.8 ○
7 43 299 89 3 139 標06 63 42 51 76 58 48.2 ～ 67.8 ○
8 53 307 39 325 94 標07 62 63 59 70 63.5 53.7 ～ 73.3 ○
9 54 113 35 149 271 標08 64 56 48 48 54 44.2 ～ 63.8 ○

10 52 335 65 366 381 標09 68 76 52 60 64 54.2 ～ 73.8 ○
11 55 378 388 118 29 標10 60 62 60 70 63 53.2 ～ 72.8 ○
12 51 205 354 126 220 標11 47 52 59 49 51.75 41.95 ～ 61.55 X
13 50 316 134 170 217 標12 56 56 59 65 59 49.2 ～ 68.8 ○
14 68 143 213 265 175 標13 68 46 65 50 57.25 47.45 ～ 67.05 ○
15 64 202 86 68 277 標14 63 76 55 57 62.75 52.95 ～ 72.55 ○
16 64 213 128 395 236 標15 46 44 63 64 54.25 44.45 ～ 64.05 ○
17 62 331 249 19 40 標16 44 49 56 57 51.5 41.7 ～ 61.3 X
18 72 242 252 302 215 標17 61 80 57 71 67.25 57.45 ～ 77.05 ○
19 56 133 100 183 10 標18 62 53 45 52 53 43.2 ～ 62.8 ○
20 66 363 353 234 397 標19 68 53 73 55 62.25 52.45 ～ 72.05 ○
21 74 86 7 286 236 標20 76 43 60 64 60.75 50.95 ～ 70.55 ○
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400人の数学のデータ（点）【母平均62、母分散100】



②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）
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1/3

2/3

タイ・プリンセスチュラポーン
サイエンスハイスクールムク
ダハン校の生徒と合同で



②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）
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全員ができるようにするのは情報の授業へ

（ポイント）限られた時間でグループで協力する



②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）
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【生徒が作成したスライド】



②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）
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【生徒が作成したスライド】



②ICTを用いた授業実践（数学B Plus）
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発表のまとめと議論 3/3

・データ収集の方法、データ数の問題、分布を意識する

・スライドの作り方、テーマ設定の方法を知る

・分析の方法とそこで使われている考えを知る



③数学科の授業としての評価
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「授業は評価の連続」（教員⇔高校生、高校生⇔高校生）

・テストによる評価（達成度）
・パフォーマンス問題等の課題レポートによる評価（達成度）
・授業中の取組に関する評価（プロセスの評価）
・プレゼンテーションの評価（表現の評価）

「何ができるようになったか」⇔「どう学べるようになったか」

「どんな高校生を育てたいか」を改めて考える


